
　松之山温泉街奥のすみ塗り会場で行われたさいの神です。
火が燃え尽きるころ、その灰と雪を混ぜ合わせて墨を作り、
「おめでとう」と言いながらだれかれ無くお互いの顔に墨を付
けて回ります。無病息災と家業の繁栄を祈る素朴な小正月行
事です。

主な内容
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17-21
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●ホワイトミュージアム
●市・県民税、所得税の申告
●高額医療・高額介護合算制度ほか
●新型インフルエンザ／大地の芸術祭
●めざせ！観光交流都市／はたログ
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／おーい！昔ほか
●まちの話題TOWN TOPICS
●お知らせ・ガイドほか
●この時　熱中・夢中

　松之山温泉街奥のすみ塗り会場で行われたさいの神です。
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ホワイト ミュージアム
　
２
月
下
旬
か
ら
１
か
月
間
、
市
内
各
地
域
で
冬
の
楽
し
い
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
を
挙
げ
た
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ミ
�
ー
ジ
ア
ム
︵
純
白
の
美
術
館
︶
と
し
て
、
伝
統
的
な
ま
つ
り
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
で
地
域
に
に
ぎ
わ
い
を
呼
び
ま
す
。
華
や
か
に
、
幻
想
的
に
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
心
温

ま
る
冬
の
十
日
町
市
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

十日町雪まつりパスポート　好評発売中  3,000円
　十日町雪まつりを心ゆくまで楽しんでもらうために、「十日町雪まつりパスポート」
を用意しました。雪上カーニバル優待ゾーンへの入場や巡回バス乗り放題、割引クーポ
ンなど、各種特典付きです。パスポートを手に、ぜひ十日町雪まつりにおいでください。
また、スタンプラリーのみに参加できる「雪の芸術作品めぐりスタンプラリー券」（１
枚200円）を十日町雪まつり事務局（本町分庁舎内）で２月１日㈪から販売します。パ
スポートの販売店は市報12月10日号、または雪まつりホームページをご覧ください。

「土産品ラベルシール」
をご利用ください

　十日町の土産品PRのため、雪ま
つりキャラクター「ネージュ」を使
ったラベルシールを制作しました。
市のPRにつながることであれば、
土産品への張り付け以外にも自由に
活用できます。１シート

300円（25枚入り）で販
売しています。

２月19日㈮ 午後６時 ～21日㈰ 午後４時

第61回

十日町

川 西

●問合せ＝十日町雪まつり実行委員会
　☎757-3100 http://snowfes.jp/

イベント全体については
21年12月10日号の市報をご覧ください。

※天候や雪の状況
　などにより、イ
　ベント内容・会
　場が変更になる
　ことがあります。

３月７日㈰ 午前10時～午後２時

　「人が元気」「自然が元気」「地域が元気」。
今回は「橘地区ほんやら村」がメーン会場と
なり、ゆかりさんによる歌謡ショーや川西中
学校の生徒による歌とダンスをはじめ、雪上
レクリエーションや屋台村など１日楽しく過
ごせる雪まつり広場が開設されます。

●問合せ＝かわにし雪まつり実行委員会
　　　　　☎768-4951

会場：橘小学校グラウンド

　雪原一面に広がるキャンドルの優しい明かりと冬の夜空
を彩るメモリー花火。訪れた人を幻想的な世界に誘います。

〈主な内容〉
午前10時〜　　　Snowチュービングなど
午前11時30分〜　食ののれん街 オープン
午後６時〜　　　スノーキャンドル点灯、メモリー花火など
午後７時〜　　　雪原ライブ、SETSUGEN福まきなど
●問合せ＝雪原カーニバルなかさと実行委員会
　　　　　☎763-2511
　http://www.tokamachishikankou.jp/
　http://www.nakasato-kiyotsu.jp/（２月１日㈪公開予定）

　幻想的な世界を演出するために、市民の皆さんからの協賛を募っ

ています。皆さんの思いを花火に託し、冬の静寂の夜空に大輪を咲

かせませんか。協賛の詳細については雪原カーニバルなかさと実行

委員会まで問い合わせてください。

メモリー花火・スノーキャンドル協賛募集!

３月13日㈯ 午前９時～
～幻想的な世界へのお誘い～

第22回 雪原カーニバル
　　　　なかさと2010

中 里

　今年のご利用に感謝の気持ちを込め、「味の
屋台村」や楽しい雪上ゲームで今年のスキーシ
ーズンを締めくくります。

〈主な内容〉
パン食い競争、色水入れリレー、もちつき大会、
福まきなど　豪華賞品多数
☆同時開催　第27回松之山温泉アルペン大会

ヘッドカップ

●問合せ＝市観光協会松之山支部
　　　　　☎596-3011
　http://www.matsunoyama.com/

３月21日㈰ 
午前10時30分～午後３時松之山

会場：松之山温泉スキー場ちびっ子広場

第27回 松之山温泉スキー場
　　　　  スキーカーニバル

2010
十日町市

会場：松代総合体育館グラウンド

　３月13日㈯ 正午
   　　～14日㈰ 午後４時

　30もの屋台が並ぶ松代城下で、活気みなぎる催
しが好評。人気のメーンイベント「のっとれ！松代
城」は、400人の戦士が松代城一番乗りを競います。

「出陣歌謡祭」には大人気の演歌歌手「ジェロ」と「カ
レン」が出演するなど楽しいイベント満載です。

①「越後まつだい冬の陣」協賛のお願い（企業・団体）

　越後まつだい冬の陣に協賛いただける企業や団体を募集し

ています。協賛額が5,000円以上の企業や団体で２月１日㈪ま

でに入金が確認できた協賛者については、当日プログラムに

名前を記載し、当日会場にて協賛者としてアナウンスします。

②「雪中大花火大会」協賛のお願い

　「越後まつだい冬の陣」１日目の夜を彩る「雪中大花火大会」

の協賛を募集しています。金額は問いませんので皆さんから

のご協力をお願いします。協賛の詳細については越後松代幕

府まで問い合わせてください。

協賛のお願い

〈主な内容〉
13日㈯ 午後５時ころ　越後松代幕府出陣式
　　　 午後７時ころ　雪中大花火大会
14日㈰ 午前11時30分　のっとれ！松代城 出陣
　　　 午後１時〜　　出陣歌謡祭
　　　　　　　　　　 （ゲスト：ジェロ、カレン）

●問合せ＝越後松代幕府（松代支所地域振興課）
　　　　　☎597-2220 
　http://www.echigo-matsudai.com/event/fuyu/index.html

会場：なかさと清津スキー場（市之越）

第
二
十
三
回

越
後
ま
つ
だ
い

第
二
十
三
回

越
後
ま
つ
だ
い

第24回
ほんやら第24回

雪まつり
本まつり
雪まつり
本まつり

　今年のご利用に感謝の気持ちを込め、「味の
屋台村」や楽しい雪上ゲームで今年のスキーシ

「越後まつだい冬の陣」１日目の夜を彩る「雪中大花火大会」

の協賛を募集しています。金額は問いませんので皆さんから

のご協力をお願いします。協賛の詳細については越後松代幕

会場：なかさと清津スキー場（市之越）

松 代

売しています。

３月７日㈰ 
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＝十日町雪まつり実行委員会
　☎757-3100 http://snowfes.jp/

イベント全体については
21年12月10日号の市報をご覧ください。

「雪の十日町」を歌う竹川美子さんも
雪まつりを応援！

竹川 美子（たけがわ みこ）

　平成15年５月歌手デビュー。「雪の
十日町」（作詞：水木れいじ　作曲：
叶弦大）を、昨年11月４日に発売

　雪まつり会期中の20日・21日に竹川美子さんが市内
各所のひろばなどに出演する予定です。詳細は、市報２

月10日号で配布する「十日町雪ま
つりガイドブック」に掲載します。

オープニングフェスティバル 2010

ヤン 中静祐介 清野 幹

司　会

　19日㈮午後６時30分よりコミュニティひろばで
オープニングフェスティバルが行われます。FM-
NIIGATAパーソナリティーのヤンによるステージ
や「爆笑プレミアムライヴ」など、楽しくにぎやか
なパフォーマンスが繰り広げられます。司会に中静
祐介（ヤングキャベツ）と清野幹を迎え、ステージ
を盛り上げます。
※「爆笑プレミアムライヴ」出演のお笑い芸人は雪
　まつりホームページをご覧ください。

ジェロ

ゆかり
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所
得
税
の
税
務
相
談
指
導
会
を
行
い
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
関
係
書
類

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
会
場
・
日
時

▼
松
代
支
所

：

２
月
18
日
㈭
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
松
之
山
支
所

：

２
月
19
日
㈮
　
午
前
10

　
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

◎
対
象

・
小
規
模
事
業
者

・
給
与
や
年
金
な
ど
の
所
得
者

・
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
の
申
告
や
税

　
務
相
談
の
あ
る
人

■
市
・
県
民
税
の
申
告
受
付

■
所
得
税
の
確
定
申
告
は

　

税
務
署
へ

■
申
告
相
談
会
場
と
提
出
場
所

■
市
・
県
民
税
の
申
告
書

■
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

■
税
理
士
に
よ
る

　

無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
営
業
・
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人

②
地
代
・
小
作
料
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の

　
所
得
が
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年
金

　
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
か
ら
給
与

　
の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
各
種
控
除（
扶
養
控
除
や
医
療
費
控
除
、

　
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）
を
追
加
す
る

　
人

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ

　
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
の

　
合
計
が
20
万
円
を
超
え
た
人

③
税
額
を
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税
の
納

　
税
義
務
が
生
じ
た
人

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
が

　
戻
る
と
思
わ
れ
る
人

⑤
各
種
控
除（
扶
養
控
除
や
医
療
費
控
除
、

　
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）
に
該
当
す
る

　
人

⑥
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
人
　
な
ど

◎
十
日
町
地
域

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
隣
）

◎
川
西
・
中
里
・
松
代
・
松
之
山
地
域

　
各
支
所
庁
舎

※
日
程
は
次
ペ
ー
ジ
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。
混
雑
を
避
け
、
待
ち
時
間
を
少
な

　
く
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
各
地
域
の

　
該
当
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
・
県
民
税
申
告
書
は
事
前
に
配
布
し

ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
、
税
務
課
市
民

税
係
も
し
く
は
各
支
所
市
民
課
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

①
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

②
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
、
収
入
や
必

　
要
経
費
が
分
か
る
帳
簿
、
領
収
書
な
ど

③
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
額
が
分
か
る

　
書
類
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
は

　
旧
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
控
除

　
証
明
書
が
必
要
で
す
。

④
「
申
告
の
ご
案
内
」
通
知
が
届
い
た
人

　
は
、
そ
の
ハ
ガ
キ

⑤
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の
控

　
除
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費

　
の
明
細
書
（
１
年
分
を
集
計
し
た
も

　
の
）
と
領
収
書

⑦
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害
者

　
手
帳
な
ど
、
障
が
い
の
程
度
が
確
認
で

　
き
る
も
の

⑧
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、
寄
附
先

　
が
発
行
し
た
寄
附
金
の
領
収
書

⑨
筆
記
用
具
及
び
印
鑑

⑩
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
振

　
込
先
の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）

※
事
業
所
得
の
「
収
支
内
訳
書
」
や
医
療

　
費
控
除
の
「
医
療
費
明
細
書
」
は
、
事

　
前
に
作
成
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合

　
は
、
申
告
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
寄
附
金
控
除

　
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、
通
常
の

申
告
書
類
の
ほ
か
に
「
寄
附
金
の
領
収

書
」
を
用
意
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税
が
課
税

さ
れ
な
い
人
で
も
、
市
・
県
民
税
で
控
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
市
・
県
民
税
の
主
な
改
正
点

◎
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
・
譲
渡
所
得

⑴
上
場
株
式
な
ど
に
係
る
配
当
所
得
の
分

　
離
課
税
制
度
の
創
設

　
平
成
21
年
１
月
１
日
以
後
に
支
払
い
を

受
け
る
べ
き
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得

の
金
額
に
つ
い
て
、
従
来
の
「
総
合
課

税
」
の
ほ
か
に
「
申
告
分
離
課
税
」
が
創

設
さ
れ
、
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
分
離
課
税
を
選
択
し
た

場
合
、
配
当
控
除
の
適
用
は
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
上
場
株
式
な
ど
に
係

る
譲
渡
損
失
と
の
損
益
通
算
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

⑵
上
場
株
式
な
ど
に
係
る
配
当
所
得
・
譲

　
渡
所
得
に
対
す
る
軽
減
税
率
の
延
長

　
申
告
分
離
課
税
を
選
択
し
た
上
場
株
式

な
ど
に
係
る
譲
渡
所
得
な
ど
の
金
額
に
対

し
て
、
税
率
を
10
％
（
所
得
税
７
％
、

市
・
県
民
税
３
％
）
と
す
る
特
例
措
置
が

平
成
21
年
度
課
税
分
ま
で
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
こ

の
措
置
が
平
成
24
年
度
課
税
分
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

　
平
成
21
年
12
月
10
日
号
の
市
報
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、

年
金
保
険
者
へ
の
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

扶
養
控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
な
い

ま
ま
市
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
扶
養
控
除
な
ど
の

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　　地域
期日　　 十日町地域 川西地域 中里地域 松代地域 松之山地域

２
月

16日㈫

十日町地区

千手地区
仙田地区

荒屋・芋川新田 松代１〜 10 班 松之山１〜６班

17日㈬ 山崎・高道山 松代 11 〜 23 班 松之山７〜 11 班

18日㈭
朴木沢・宮沢・市之越

鷹羽・白羽毛
松代 24 〜 36 班 湯山

19日㈮
六箇地区
吉田地区

程島・東田尻 松代 37 〜 51 班 光間・新山・大荒戸

22日㈪
角間・葎沢・土倉

倉下・小出
小荒戸・太平 下川手

23日㈫

中条地区

西方・西田尻・芋川
原町・新里・中里下山

菅刈・松代田代 兎口・上川手

24日㈬

相談日に
来場できな
かった人

倉俣・清田山 千年・池尻 水梨・小谷

25日㈭ 重地・田代 蓬平 湯本

26日㈮
下条地区

新屋敷・堀之内 会沢・清水・桐山 天水越１〜７班

３
月

１日㈪ 本屋敷・宮中
松代東山・松代下山

小屋丸・池之畑・海老
天水越８〜 11 班

２日㈫

川治地区

芋沢・田沢本村 孟地・苧島・中子 天水島１〜４班

３日㈬

上野地区
橘地区

東田沢・如来寺
豊里・桂

犬伏 天水島５〜８班

４日㈭ 上山・桔梗原 滝沢・片桐山・田野倉 藤倉・上鰕池

５日㈮

水沢地区

田中 寺田・仙納・莇平 中尾

８日㈪ 通り山 蒲生・名平 東川・下鰕池

９日㈫ 小原・干溝 儀明 下布川地区

10日㈬

相談日に来場できなかった人

　　◎例年、この時期は大変混み合いますので、
　　　待ち時間が長くなることがあります。

室野
（北町・南町・下向）

藤原・曽根・新田

11日㈭
室野

（中町・上向・干場向）
上之山・湯之島
田麦立・月池

12日㈮ 竹所・星峠
中立山・坂中
豊田・北浦田

15日㈪ 木和田原・福島・奈良立 西之前・黒倉

《申告相談日程表》　　　※受付時間は午前９時〜午後４時（正午〜午後１時の間を除く）です。

　問合せ

◆税務課市民税係
　☎757-3716

◆川西支所市民課
　☎768-4956

◆中里支所市民課
　☎763-2507

◆松代支所市民課
　☎597-2221

◆松之山支所市民課
　☎596-3152

２
月
16
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈪

市
・
県
民
税
、所
得
税
の
申
告
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高額医療・高額介護
合算制度が始まります

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯
に

対
す
る
支
援
の
受
付
を
、
２
月
26
日
㈮
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。

■
支
援
の
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
が
対

象
で
す
。

①
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
公
的
扶
助
受
給

世
帯

②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
全
員

が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け

て
い
る
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
受
信
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て
い

る
世
帯

※
既
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
し

て
い
る
世
帯
は
支
援
の
対
象
外
で
す
（
共

同
受
信
施
設
な
ど
で
平
成
21
年
４
月
以
降

に
工
事
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
支
援
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
支
援
の
内
容

　
現
在
持
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に

取
り
付
け
る
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
の

無
償
給
付
を
行
い
ま
す
（
１
世
帯
１
台
に

限
り
ま
す
）。
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
が
必

要
な
場
合
に
は
そ
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

共
同
受
信
施
設
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
、
改
修
費
用
の
う
ち
負
担
し
た
金
額
に

相
当
す
る
額
を
給
付
し
ま
す
。

■
注
意
点

○
支
援
の
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信

契
約
を
結
び
、
全
額
免
除
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
（
21
年
８
月
末
時
点
で

N
H
K
の
受
信
料
の
全
額
免
除
を
受
け

て
い
る
世
帯
に
は
、
N
H
K
よ
り
全
額

免
除
証
明
書
と
併
せ
て
申
込
書
が
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
）。

○
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
購
入
済
み
の

チ
ュ
ー
ナ
ー
や
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の
費

用
を
精
算
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た
め
の
支

援
制
度
に
つ
い
て

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０

−

０
３
３
８
４
０
、 

F
A
X
０
４
４

−

９
６
６

−

８
７
１
９
）

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
、
受
信
料
免
除

に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０

−

０
０
０
５
８
８
、

F
A
X
０
４
４

−

８
８
８

−

４
３
４
０
）

○
申
込
書
の
設
置

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
☎
７
５
７

−

３

７
８
２
）
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
課
福
祉

介
護
係
※
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
給
付
支
援
を
延
長
し
ま
す

●問合せ　介護国保課　国保係 ☎757-3735　介護保険係 ☎757-3757

　中越沖地震復興基金の要綱が改正され２月１日から適用となります。これに伴い、経過措置が設けら

れました。

　雪国住まいづくり支援事業・利子補給制度の利用を考えている人や施工中の人は、中越沖地震復興基

金ホームページ（http://www.chuetsu-oki-kikin.jp/）で確認するか、克雪維持課建築住宅係へ問い合

わせてください。

　なお、申請には平成21年12月１日以前に調査した被災証明書が必要となりますのでご注意ください。

　㈶中越大震災復興基金の雪国住まいづくり支援事業は、平成22年２月28

日㈰までに完了する事業が対象です。補助金交付申請書兼実績報告書兼補助

金請求書は、事業完了から20日以内（厳守）に提出する必要があります。

　利子補給の申請締切りは、復興資金に係る最終資金交付日から２か月以内

（厳守）です。

　締切りを過ぎてからの提出・申請は受付できませんので、ご注意ください。

※中越大震災復興基金ホームページ

　http://www.chuetsu-fukkoukikin.jp/

●問合せ　克雪維持課建築住宅係　☎ 757-9935

　　　　　㈶中越沖復興基金雪国住まいづくり支援・利子補給制度変わります

 ㈶中越大震災復興基金雪国住まいづくり支援・利子補給制度締切りにご注意を！
　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
は
、

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
両
方
を
支

払
っ
て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
っ
た
場
合
に
、
払
い
戻
し
を
行
う
制

度
で
す
。
１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
〜
翌

年
７
月
31
日
）
の
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
一
定
の
限

度
額
を
超
え
た
と
き
、
そ
の
超
え
た
部
分

を
払
い
戻
し
ま
す
。

　
な
お
、制
度
初
年
度
の
平
成
21
年
度
は
、

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
21
年
７
月
31
日
の

16
か
月
で
計
算
し
ま
す
。

◎
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　
市
か
ら
該
当
者
に
対
し
、
２
月
を
め
ど

に
申
請
案
内
を
送
り
ま
す
。
申
請
案
内
を

持
参
し
、
市
の
窓
口
で
申
請
す
る
と
、
払

い
戻
し
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
口
座
振
込
）。

◎
長
寿
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
該
当
者
に
対
し
、
２
月
上
旬
に
申
請
案

内
が
送
ら
れ
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い
る
申

請
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
市
の
窓

口
へ
提
出
す
る
と
、
払
い
戻
し
を
受
け
ら

れ
ま
す
（
口
座
振
込
）。

◎
市
の
国
保
・
長
寿
医
療
保
険
以
外
の
医

　
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
申
請
を
す
る

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」

　
　
　
　
　
　

っ
て
ど
ん
な
制
度
？

手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

◎
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　
①
申
請
案
内

　
②
国
民
健
康
保
険
証

　
③
介
護
保
険
証

　
④
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　
⑤
印
鑑

◎
長
寿
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　
①
申
請
書

　
②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
③
〜
⑤
は
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
　
場
合
と
同
様

◎
市
の
国
保
・
長
寿
医
療
保
険
以
外
の
医

　
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
は
？

自
己
負
担
限
度
額
っ
て
ど
れ
く
ら
い
？

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
下
表
の
よ
う
に

世
帯
ご
と
で
決
ま
り
ま
す
。
医
療
保
険
と

介
護
保
険
で
案
分
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
上
位
所
得

：

総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控

　
除
33
万
円
を
引
い
た
後
の
金
額
が
６
０

※
注

：

こ
の
制
度
は
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　
の
施
行
で
あ
る
た
め
、
制
度
初
年
度
の
21
年

　
度
は
計
算
期
間
を
20
年
４
月
１
日
〜
21
年
７

　
月
31
日
の
16
か
月
と
し
、
左
表
の
〈 

〉
内
が

　
自
己
負
担
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

負担区分
長寿医療保険＋介護保険 医療保険＋介護保険

75歳以上のみの世帯 70〜74歳のみの世帯 70歳未満を含む世帯

 ①上位所得
 ②現役並み所得

67万円
〈89万円〉

67万円
〈89万円〉

126万円
〈168万円〉

 ③一般所得
56万円

〈75万円〉
56万円

〈75万円〉
67万円

〈89万円〉

住民税
非課税

④
Ⅱ

31万円
〈41万円〉

31万円
〈41万円〉 34万円

〈45万円〉⑤
Ⅰ

19万円
〈25万円〉

19万円
〈25万円〉

【自己負担限度額（年額）】

と
、
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
の
際
は
、
介
護
国
保
課
介

護
保
険
係
で
介
護
保
険
に
係
る
「
自
己
負

担
額
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た
後
、
申

請
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法

の
詳
細
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
０
万
円
を
超
え
る
人
が
い
る
世
帯
。

②
現
役
並
み
所
得

：

70
歳
以
上
で
課
税
所

　
得
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る
世
帯
。

③
一
般
所
得

：

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

　
る
人
が
い
る
世
帯
。

④
住
民
税
非
課
税
Ⅱ

：

世
帯
主
及
び
世
帯

　
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
。

⑤
住
民
税
非
課
税
Ⅰ

：

世
帯
主
及
び
世
帯

　
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
所
得
が

　
な
い
世
帯
。
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■
会
　
期

　
２
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
午
後
４
時
（
21
日
は
３
時
ま
で
）

■
会
　
場

　
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

■
入
場
料

︻
雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
共
通
入
場
券
︼

　
大
人
１
、
３
０
０
円
（
当
日
１
、
５
０

　
０
円
）、
中
学
生
以
下
７
０
０
円
（
当

　
日
８
０
０
円
）

︻
個
別
入
場
券
︼

農
舞
台
会
場

：

大
人
１
、
０
０
０
円
、
中

　
学
生
以
下
５
０
０
円

ミ
オ
ン
会
場

：
大
人
５
０
０
円
、
中
学
生

　
以
下
３
０
０
円

■
ア
ー
ト
作
品

︻
農
舞
台
会
場
︼

　
古
郡
弘
﹃
天
円
地
方
﹄

：

積
み
重
な
り
、

　
　
高
い
壁
を
な
す
大
量
の
雪
が
重
量
感

　
　
を
も
っ
て
迫
っ
て
き
ま
す
。

︻
ミ
オ
ン
会
場
︼

　
雪
ア
ー
ト
・
新
潟
ユ
ニ
ッ
ト
﹃
百
花
繚

　
乱
﹄
ほ
か

：

ミ
オ
ン
周
辺
の
雪
原
を
、

　
　
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
ブ
ジ
�
で

■
ワ
ー
ク
シ
�
�
プ
︵
農
舞
台
会
場
︶

　
日
比
野
克
彦
﹃
種
は
船
ソ
リ
﹄

：

「
種

　
　
は
船
　
ま
つ
だ
い
丸
」
に
乗
っ
て
、

　
　
雪
の
ス
ロ
ー
プ
を
滑
り
降
り
、
書
か

　
　
れ
た
地
名
に
種
を
届
け
ま
す
。

　
磯
崎
道
佳
﹃
雪
の
動
物
園
・
歩
い
て
描

　
く
動
物
た
ち
﹄

：

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
指

　
　
示
に
従
っ
て
雪
原
を
歩
く
と
、
足
跡

　
　
で
動
物
の
形
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
︵
農
舞
台
会
場
︶

﹃
み
ん
な
で
か
ん
じ
き
ダ
ン
ス
﹄

　
か
ん
じ
き
を
履
い
て
踊
る
お
も
し
ろ
お

か
し
い
ダ
ン
ス
で
、
心
も
身
体
も
温
ま
り

ま
し
�
う
。

日
　
時

：

２
月
20
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

　
〜
（
３
時
か
ら
練
習
を
し
ま
す
）

振
付
・
演
出

：

近
藤
良
平
（
振
付
家
・
コ

　
ン
ド
ル
ズ
主
宰
）

　
開
発
好
明
﹃
雪
温
泉
﹄

：

雪
を
温
か
い

　
　
温
泉
に
変
化
さ
せ
る
作
品
で
、
物
質

　
　
の
状
態
変
化
を
体
感
し
ま
す
。

　
本
間
純
﹃
雪
下
さ
ん
﹄

：
ア
ー
テ
ィ
ス

　
　
ト
自
身
が
雪
景
色
に
溶
け
込
む
パ

　
　
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。

　
木
村
崇
人
﹃
冬
の
風
見
鳥
﹄

：

２
０
０

　
　
羽
の
ガ
ン
の
群
れ
が
、
雪
原
を
楽
し

　
　
い
風
景
に
変
化
さ
せ
ま
す
。

■
空
家
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
作
品
特
別
開
館

開
館
作
品

：

う
ぶ
す
な
の
家
（
レ
ス
ト
ラ

　
ン
も
営
業
）、
絵
本
と
木
の
実
の
美
術

　
館
、
脱
皮
す
る
家
、
最
後
の
教
室

開
館
時
間

：

２
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰
　
午

　
前
10
時
〜
午
後
４
時

入
館
料

：

雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
共
通

　
入
場
券
提
示
で
無
料
。個
別
鑑
賞
券
は
、

　
脱
皮
す
る
家
が
大
人
３
０
０
円
、
そ
の

　
ほ
か
の
作
品
が
大
人
５
０
０
円
。
小
・

　
中
学
生
は
各
料
金
の
半
額
。

■
ツ
ア
ー

期
　
日

：

２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

発
　
着
︵
十
日
町
駅
西
口
︶

：

午
前
10
時

　
15
分
発
、
午
後
４
時
20
分
着

料
　
金

：

６
、
３
０
０
円
（
昼
食
・
ガ
イ

　
ド
料
込
み
、
共
通
入
場
券
代
別
）

内
　
容

：

雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
の
農

　
舞
台
会
場
、
ミ
オ
ン
会
場
、
脱
皮
す
る

　
家
、
最
後
の
教
室
を
回
り
ま
す
。

最
少
催
行
人
数

：

15
人

予
約
・
企
画

：

共
立
観
光
㈱

　
　
　
　
　
　
☎
７
５
２
―
４
１
２
８

■
問
合
せ

　「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
総
合
案
内
所

　
　
☎
５
９
５
―
６
６
８
８

　
芸
術
祭
推
進
室

　
　
☎
７
５
７
―
２
６
３
７

　
　
埋
め
尽
く
し
ま
す
。お
な
じ
み
の「
山

　
　
ぞ
り
」や「
雪
上
絵
」も
展
開
し
ま
す
。

木村崇人「冬の風見鳥」イメージ

ミオン会場で恒例の「山ぞり」

２
月
は
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、

「
越
後
妻
有
　
雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
す
。
雪
を
相
手

に
繰
り
広
げ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
豊
か
な

発
想
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

2

越
後
妻
有 

２
０
１
０ 

冬

大
地
の
芸
術
祭
冬
季
プ
ロ
グ
ラ
ム

越
後
妻
有　

雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
０

【
接
種
ス
ケ
ジ
�
ー
ル
】

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
、
中
学
生
・
高
校
生
の
接
種

回
数
が
１
回
に
確
定
し
た
こ
と
や
、
り
患

の
広
が
り
に
よ
る
接
種
対
象
者
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
中
学
生
・
高
校
生
の
接
種
開
始
時
期
は

１
月
初
め
か
ら
で
す
。

○
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
に
対
す
る
接
種

開
始
時
期
は
１
月
20
日
か
ら
で
す
。

○
優
先
接
種
対
象
者
以
外
の「
健
康
成
人
」

が
接
種
対
象
と
な
り
、
接
種
開
始
時
期

は
１
月
20
日
か
ら
で
す
。

【
接
種
方
法
】

○
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け

医
や
お
近
く
の
医
療
機
関
に
予
約
を
し

て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
回
数
は
、
接
種
時
点
で
13
歳
未
満

の
人
は
２
回
、
13
歳
以
上
の
人
は
１
回

で
す
（
た
だ
し
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
人

で
著
し
く
免
疫
機
能
が
抑
制
さ
れ
て
い

る
人
は
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
２
回
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

○
接
種
費
用
は
、
１
回
目
の
接
種
が
３
、

６
０
０
円
、
２
回
目
の
接
種
が
２
、
５

５
０
円
（
１
回
目
と
異
な
る
医
療
機
関

で
受
け
る
場
合
は
３
、
６
０
０
円
）
で

す
。

○
健
康
成
人
で
接
種
を
受
け
る
人
の
う

ち
、
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
、
優
先
接
種
対
象
者
と

同
様
に
接
種
費
用
の
全
額
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
不
明
な
点
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
す
で
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

し
た
人
へ
】

昨
年
の
夏
以
降
、
A
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
診
断
さ
れ
た
人
は
免
疫
を
獲
得
し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
あ
ら
た

め
て
接
種
を
受
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
接
種
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
医
師
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
健
康
支
援
課
　
☎
７
５
７

�

９
７
５
９

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

新潟県新型インフルエンザワクチン接種スケジュール （平成22年１月19日改訂）

10月 ３月11月 ２月12月 １月

健康成人

基礎疾患（その他）

基礎疾患（最優先者）

医療従事者

国内産ワクチン

輸入ワクチン

20日

高齢者（65歳以上）

中学生
高校生

幼児（１歳～就学前）
小学校１～６年生
1歳未満児などの保護者

20日

１月初め

１日

２日

妊　婦
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事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

株式会社　エイシン（魚沼工場）
　代 表 者：代表取締役　伊藤 昭彦
　所 在 地：十日町市木落1760
　連 絡 先：☎768-4448
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www11.ocn.ne.jp/~eishin/
　従業員数：15人
　事業内容：破砕機設計製作
　　　　　　建設関連業
　採用計画：未定
　理念/方針：人に、環境に
　　　　　　やさしい企業

株式会社　きものアイ
　代 表 者：代表取締役社長　吉澤 政敏
　所 在 地：十日町市寿町３丁目２-15
　連 絡 先：☎757-9529
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.kimonoemakikan.co.jp/
　従業員数：10人
　事業内容：きもの小売業
　採用計画：販売経験者要相談
　理念/方針：Joyful More
　　　　　　～きものでもっと
　　　　　　　喜びを～

その14

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで

～今年の秋は信州デスティ
　ネーションキャンペーンです～

ポスト新潟DCのシンボルマーク

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

⑱

　昨年秋に開催された新潟デスティネーションキャンペーン（新

潟ＤＣ）に続き、今年の10月から12月の３か月間、長野県全域と、

十日町市、津南町、妙高市、岐阜県中津川市を対象とした「信州デ

スティネーションキャンペーン（信州ＤＣ）」が開催されます。

を
基
本
方
針
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

■
十
日
町
市
は
2
年
続
け
て
Ｄ
Ｃ
に
参
加

し
ま
す

　
十
日
町
市
と
津
南
町
は
長
野
県
と
の
県

境
で
あ
り
、
飯
山
線
や
信
越
ト
レ
イ
ル
な

ど
で
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

信
州
Ｄ
Ｃ
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
信
州
Ｄ
Ｃ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

て
、
全
国
に
十
日
町
市
の
未
知
の
観
光
素

材
や
里
山
、
市
街
地
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
観

光
商
品
な
ど
の
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
予
定

で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
十
日
町
市
の
お
い
し
い
食
の

魅
力
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
し
、
市
内
で
の
長

期
滞
在
化
・
周
遊
化
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

■
信
州
Ｄ
Ｃ
の
具
体
的
取
り
組
み

　
信
州
Ｄ
Ｃ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、ピ
ン
バ
ッ
ジ
、

の
ぼ
り
旗
な
ど
を
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
信
州
Ｄ
Ｃ
イ
メ
ー
ジ
キ
�
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
「
ア
ル
ク
マ
」
く
ん
が
広
告
塔
と

な
っ
て
積
極
的
な
宣
伝
展
開
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、長
野
県
内
を
6
つ
の
エ
リ
ア（
北

信
濃
、
東
信
州
、
日
本
ア
ル
プ
ス
、
諏
訪
、

伊
那
路
、
木
曽
路
）
に
分
け
て
、
巡
回
バ

ス
の
運
行
や
無
料
休
憩
所
、
手
ぶ
ら
で
ま

ち
な
か
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
を
行

う
ほ
か
、
各
地
域
で
特
色
あ
る
観
光
商
品

の
提
供
や
お
も
て
な
し
企
画
な
ど
を
実
施

■
信
州
Ｄ
Ｃ
と
は

　
昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
新
潟
Ｄ
Ｃ
と
同

様
に
、
長
野
県
に
大
勢
の
観
光
客
を
呼
び

込
む
た
め
の
大
型
観
光
キ
�
ン
ペ
ー
ン
の

こ
と
で
、
観
光
客
が
繰
り
返
し
訪
れ
、
長

期
滞
在
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
宿
泊

滞
在
型
観
光
地
の
定
着
」
を
目
指
し
て
取

り
組
む
も
の
で
す
。

　
信
州
キ
�
ン
ペ
ー
ン
の
キ
�
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
「
未
知
（
み
ち
）
を
歩
こ
う
。」
で
、

①
い
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
、
新
し
い

信
州
の
魅
力
を
提
案
す
る
。

②
ゆ
っ
く
り
と
「
歩
く
」
旅
行
ス
タ
イ

ル
を
提
案
し
、
旅
の
長
時
間
化
・
周

遊
化
の
促
進
を
図
る
。

③
観
光
客
を
温
か
く
迎
え
る
「
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
」
の
向
上
を
図
る
。

④
旅
の
楽
し
み
の
大
き
な
要
素
で
あ
る

「
食
の
魅
力
」
の
向
上
を
図
る
。

し
ま
す
。

　
十
日
町
市
は
北
信
濃
エ
リ
ア
の
中
に
位

置
付
け
ら
れ
、
信
越
ト
レ
イ
ル
や
棚
田
、

清
津
峡
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
な
ど
を
楽
し
め

る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
運
行
や
、飯
山
線
列
車
、

国
宝
火
焔
型
土
器
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク

料
理
、
へ
ぎ
そ
ば
な
ど
を
取
り
上
げ
た
観

光
商
品
な
ど
を
現
在
計
画
中
で
す
。
　

　
詳
細
は
、
信
州
Ｄ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.n

a
g
a
n
o
-ta

b
i.n

e
t/sc/

d
c/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
市
は
、
幸
運
に
も
2
年
連
続
で

の
Ｄ
Ｃ
開
催
と
な
る
た
め
、
昨
年
の
新
潟

Ｄ
Ｃ
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
年
も

大
勢
の
観
光
客
を
呼
び
込
め
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

今年 10 月から 12 月まで開催される信州デスティネー
ションキャンペーンのロゴマーク

信
州
Ｄ
Ｃ
イ
メ
ー
ジ
キ
�
ラ
ク
タ
ー

﹁
ア
ル
ク
マ
﹂
く
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

創立は昭和59年。当初建設関連の装置を製作していました。エコ社会の到

来により、10年ほど前から環境機器である破砕機の研究・開発・製作をする

ようになり、現在は破砕機の専門メーカーとして自社製品である破砕機を使っ

たリサイクルラインの企画もしています。右の写真は引き裂き１次破砕機で、

廃木材・パレット・硬質廃プラスチック・畳を粗く砕きます。金物・土砂の混

入にも対応するため、刃物隙間を広く設けているのが特徴です。混入している

くぎなどの金物はラインの中で磁石により取り除かれます。ゆっくり回転する

ことにより、破砕物の飛散が少なくクリーンな作業環境を提供します。１次破

砕した建築廃木材をさらに細かくするための２次破砕機も製作しています。破

砕機をつくり始めたころはトラブルもありましたが、今では安定した製品の供

給ができるようになりました。破砕機は１台あたり約1,000万円で、月１台生

産しています。すばらしい加工技術を持っている事業所で、大きな工場内で厚

さ16ミリメートルもある鉄板を加工して部品をつくっていました。

～長岡市から旧川西町に進出し、環境機器である破砕機の設計製造をして
いる事業所です。北は北海道から南は徳島まで、全国にエイシン破砕機
を納入しています。環境にやさしい社会に貢献します～

～産地十日町できものが楽しめるみやびの空間「きもの絵巻館」を開設し、
　十日町のきものを一般消費者へ販売している事業所です。おしゃれな
「和」の生活文化を提案し、心の豊かさとうるおいを提供します～

昭和49年東京・原宿で創業し、昭和58年に十日町店の営業を開始しました。

現在は十日町「きもの絵巻館」と東京・原宿「伴治郎」で、伝統的工芸品「十日

町明石ちぢみ」や色とりどりの振り袖
そで

など、吉澤織物㈱のきものや西陣一流メー

カーの帯、おしゃれな和装小物を販売しています。「きもの絵巻館」は市外への

きもの情報発信基地であると同時に、着付教室やパッチワーク教室、文化衣裳の

特別展示なども行う、市民が気軽に利用できる「きものコミュニティセンター」

です。平成18年に吉澤織物㈱が開設した「おとぎの国美術館」とも連携し、染

織体験も楽しめる複合施設となりました。「伴治郎」は雑誌などにも多く取り

上げられ、テレビドラマ「相棒」シリーズや現在テレビで放送中の「不毛地帯」

などに衣裳協力し、十日町のきものを全国にＰＲしています。いつの時代でも

お客様に愛され、飽きることのない本物を目利きします。お客様の人生を喜び

と和であふれたものになるように、ささやかなお手伝いをしたいと願う、本物

の和を提供する事業所です。

株式会社　きものアイ

株式会社　エイシン
（魚沼工場）
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介護予防教室開催 新春もちつき大会新春もちつき大会

そ
ば
ど
こ
ろ
＆
そ
ば
産
地
を
目
指
し
て

　
川
西
産『
と
よ
む
す
め
』の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

﹃
と
よ
む
す
め
﹄
の
特
性
と
は
？

　
近
年
、
健
康
食
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
る
そ
ば
。
そ
ば
に
含
ま
れ
る
フ
ラ
ボ

ノ
イ
ド
の
一
種
"
ル
チ
ン"

は
、
毛
細
血

管
の
働
き
を
安
定
強
化
さ
せ
、
抗
炎
症
や

血
圧
降
下
作
用
が
あ
り
、
脳
出
血
や
出
血

性
の
病
気
に
予
防
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。﹃
と
よ
む
す
め
﹄
は
ほ
か
の

品
種
に
比
べ
、
こ
の
ル
チ
ン
含
量
が
高
い

と
い
う
特
性
を
誇
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国

産
そ
ば
は
輸
入
そ
ば
と
比
べ
て
風
味
が
良

く
、
そ
ば
屋
さ
ん
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

原
種
わ
ず
か
10
㎏
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

品
種
特
性
保
持
と
品
質
向
上
に
向
け
て

　
川
西
の
﹃
と
よ
む
す
め
﹄
は
、
混
種
の

な
い
種
子
生
産
と
、
東
部
地
区
で
の
他
品

種
作
付
制
限
に
よ
る
統
一
栽
培
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
極
め
て
高
い
品
種
特
性
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
各
農
業
生
産
法
人
で
は

一
連
の
機
械
化
体
系
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
暗

き
�
排
水
を
再
整
備
し
た
ほ
場
に
そ
ば
栽

培
し
、
湿
害
の
影
響
を
受
け
な
い
安
定

し
た
収
量
と
品
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
収
穫
後
は
品
位
格
付
け
検
査

を
実
施
し
、
生
産
者
の
意
識
も
高
め
て
い

ま
す
。

﹃
と
よ
む
す
め
﹄
を
食
べ
る
！

　
こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
﹃
と
よ
む
す
め
﹄

は
、
す
べ
て
地
元
川
西
地
域
の
そ
ば
屋
さ

ん
に
出
荷
さ
れ
、
新
商
品
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
11
月
に
開
催

さ
れ
る
"
岩
瀬
そ
ば
ま
つ
り"

や
、
木
落

の
"
も
く
ら
く
ぞ
っ
き"

で
は
、
収
穫
さ

れ
た
川
西
産
﹃
と
よ
む
す
め
﹄
の
打
ち
た

て
そ
ば
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
周
り
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
そ

ば
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
や
地
元
の
そ
ば
屋

さ
ん
、
各
農
業
生
産
法
人
、
生
産
組
合
、

農
協
、
土
地
改
良
区
な
ど
、
川
西
地
域
の

力
を
結
集
し
た
、
新
品
種
﹃
と
よ
む
す
め
﹄

な
の
で
す
。

　﹃
と
よ
む
す
め
﹄
は
、
独
立
行
政
法
人
食

品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
に
よ
り
﹃
葛

生
在
来
﹄
と
い
う
在
来
種
か
ら
育
成
さ
れ
、

平
成
16
年
に
種
苗
登
録
出
願
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
同
年
、
仙
田
地
区
の
岩
瀬
体
験

農
園
管
理
組
合
（
金
子
澄
男
組
合
長
）
が

同
機
構
と
種
苗
法
に
基
づ
く
許
諾
契
約
を

締
結
。
わ
ず
か
10
㎏
の
原
種
か
ら
、﹃
と

よ
む
す
め
﹄
の
種
子
生
産
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
ば
は
虫
を
媒
介
し
て
受
粉
す
る
虫

媒
花
の
た
め
混
種
し
や
す
く
、
同
組
合
で

は
山
あ
い
の
隔
離
さ
れ
た
ほ
場
で
、
高
い

技
術
と
き
め
細
や
か
な
栽
培
管
理
を
実
践

し
、
種
子
生
産
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
努
力
が
実
り
、
平
成
18
年
に
は
仙
田
地

区
の
種
子
生
産
量
が
約
２
ｔ
に
達
し
、
平

成
19
年
か
ら
は
千
手
・
上
野
・
橘
に
あ
る

４
つ
の
農
業
生
産
法
人
と
４
つ
の
生
産
組

合
に
よ
る
一
斉
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
川
西
の
﹃
と
よ
む
す
め
﹄
作
付
面
積
と

生
産
数
量
は
、
平
成
19
年
が
54
　
・
約
33

ｔ
、
平
成
20
年
が
70
　
・
約
30
ｔ
、
平
成

21
年
が
69
　
・
約
32
ｔ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ha

ha

ha

　
川
西
地
域
で
は
、
以
前
か
ら
米
の
生
産
調
整
対
象
作
物
と
し
て
そ
ば
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
ば
の
栽
培
は
、
湿
害
の
影
響
を
受
け
や
す
く
収
量
も
少
な
い
う
え
、
品

質
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
お
い
し
い
そ
ば
ど
こ
ろ
と
し
て
有
名
な
こ

の
地
域
で
す
が
、
そ
ば
の
生
産
地
と
し
て
の
取
り
組
み
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
十
日
町
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
品
種
統
一
・

品
質
向
上
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
川
西
農
業
生
産
組
織
連
絡
協
議
会
で
は
そ
ば
生
産
の
機
械

化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
15
年
に
当
時
評
判
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た
『
と
よ
む
す
め
』
と
他
品
種
と
の
比
較
実
証
栽
培
が
行
わ
れ
、『
と
よ
む
す
め
』
の

可
能
性
に
か
け
た
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

純白の花じゅうたん！初秋に咲き誇るそばの花

晩秋にはおいしく実った新そばが収穫されます

ま
ん
ま
食
材
カ
ー
ド
」を
使
っ
た
説
明
や
、

「
３
度
の
食
事
で
と
り
き
れ
な
い
も
の（
果

物
や
芋
類
・
乳
製
品
な
ど
）
を
お
や
つ
で

と
る
よ
う
に
す
る
と
良
い
で
し
�
う
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
話
の
後
、
生
徒
た
ち
は
４
班
に
分
か

れ
て
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ

ー
は
、さ
ま
ざ
ま
な
具
を
挟
ん
で
焼
く「
デ

ン
バ
ー
ト
ー
ス
ト
」。
食
育
推
進
委
員
の

皆
さ
ん
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

し
っ
か
り
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
最
後
は
全

員
で
い
っ
し
�
に
試

食
。「
や
っ
ぱ
り
自

分
で
作
っ
た
料
理
は

最
高
！
」「
今
度
自

分
で
も
作
っ
て
み
よ

う
」
と
笑
顔
で
食
べ

て
い
ま
し
た
。
こ
の

食
育
講
座
で
体
験
し

た
こ
と
を
基
に
、
健

全
な
食
生
活
を
続
け

て
い
く
必
要
を
感
じ

た
よ
う
で
し
た
。

　
12
月
15
日
㈫
、
松
之
山
中
学
校
（
木
南

文
男
校
長
）
で
、
３
年
生
20
人
を
対
象
に

食
育
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
松
之
山
す
こ
や
か
子
育
て
委
員
会
」
の

事
業
計
画
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、「
食

育
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
市
の
栄
養
士
を
講
師
と
し

て
、「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
健
康

な
体
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
話
で
は
、
主
食
・
主
菜
・
副

菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
た
め
に
「
そ
の

　12月14日㈪、下川手集落集会所で介護予防教室「第

３回たっしゃだ会」が開催されました。松之山地域で

は、あまり体を動かすことがないこの時期を中心に、

集落の集会所に集まり栄養士の講話やけんこつ体操な

どを実施。体を動かしながら筋肉の衰えを防ぎ、転倒

による骨折や寝たきり防止に結びつける活動を行って

います。

　この日は栄養士から「バランスの良い献立の作り方

など」の講話が行われたほか、エリア・ドゥ 21の小

島伸子さんを講師に、筋肉を動かすストレッチや脳の

活性化を促すじゃんけんなどが行われ、参加者は真剣

な表情で取り組んでいました。

　現在、松之山地域では15の地域でこの介護予防教

室を実施しています。

今後も、この活動が松

之山地域全体に広が

り、元気で過ごす人が

増えるように取り組ん

でいきます。

　１月２日㈯、松

之山温泉スキー場

レストハウス雪椿

前広場で、恒例の

新春もちつき大会

が開催され、スキ

ー客など約200人

がつきたてのもちをたん能しました。

　このイベントは、来場客に少しでも正月気分を味わ

ってもらおうとスキー場開設以来行っているもので、

中にはこのもちつきを毎年楽しみにしている人もいま

す。つきたてのもちの味付けは、きなこ・あんこ・お

ろしの３種類。地元農家のお母さんが用意した野沢漬

けやたくあん漬けなどといっしょに、おいしいと大好

評でした。途中からはお客さんももちつきに参加し、

大人に替わって子どもがつき始めると、一生懸命シャ

ッターを押す保護者の姿も見られました。

　来年も計画されていますので、大勢の皆さんの来場

をお待ちしています。

 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
健
康
な
体
を
！

　
松
之
山
中
学
校
で
食
育
講
座
開
催
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昭和の十日町

しもう ポーツ
くろう 康

10

　「声こそ最大の攻撃なり」を活動の目標に掲げ

る南中学校バレー部。代々受け継がれているこの

目標には、「個々のプレーも大事だが、６人でボ

ールを追うバレーには、声を掛け合うことこそ大

事」との意味が込められています。明るく元気な

19人の仲間たちです。

スポーツ振興課　☎ 752-3103

No.10

はじめての雪上カーニバル

雪の芸術展が中心だった雪まつりに、第８回

目から織物組合青年部が主管する雪上カーニバ

ルが加わりました。

徹夜で刻み込んだ高さ12メートルもの「雪

の女神」像をバックにした特設ステージで、十

日町小唄の踊りや雪上きものショーが繰り広げ

られました。

● 撮影時期：昭和32年２月

● 撮影場所：十日町高校グラウンド

で
、急
い
で
造
っ
て
ら
ん
だ
が
の
」

と
答
え
ま
し
た
。

野
沢
家
の
主
人
は
、「
そ
っ
け

ん
ご
と
頼
ん
だ
覚
え
は
ね
。
は
ち

�
越
名
の
ば
っ
ぱ
に
聞
い
て
み
よ

て
」
と
言
い
、
二
人
で
ば
っ
ぱ
に

聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

ば
っ
ぱ
も
、「
お
ら
も
、
そ
っ
け

ん
ご
と
頼
ん
だ
覚
え
は
ね
。
だ
い

い
ち
、
足
の
弱
っ
た
お
ら
が
、
出

雲
崎
な
ん
て
遠
く
ま
で
行
が
い
る

わ
け
ね
が
ね
」
と
言
い
ま
す
。
ば

っ
ぱ
は
、
杖
を
つ
い
て
ム
ラ
の
中

を
歩
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。「
は
ち
�
、
だ
い
が
⋮
」。
三

人
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
、
は
っ
と

気
が
つ
き
ま
し
た
。「
稲
荷
さ
ま

の
使
い
だ
！
」。

狐
の
仕
業
と
分
か
っ
た
も
の

の
、
か
り
に
も
神
さ
ま
に
か
か
わ

り
の
あ
る
も
の
。
造
り
始
め
た
鳥

居
を
そ
の
ま
ま
う
ち
捨
て
る
わ
け

に
も
い
き
ま
せ
ん
。
結
局
野
沢
家

が
奉
納
す
る
こ
と
に
な
り
、
立
派

な
鳥
居
が
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
悪
さ
が
収
ま
る
か
と

思
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
人

に
の
り
う
つ
っ
た
り
化
け
た
り
し

て
、
人
騒
が
せ
は
続
き
ま
し
た
。

村
人
は
ほ
と
ほ
と
困
っ
て
し
ま

い
、
物
知
り
の
長
老
に
相
談
し
ま

し
た
。
す
る
と
、「
南
堂
稲
荷
さ

ま
に
は
ま
だ
位
が
ね
ん
だ
ん
が
、

偉
い
位
を
授
け
ち
�
な
じ
だ
の
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

早
速
、お
殿
さ
ま
の
よ
う
に「
備

中
守
」
と
い
う
位
を
贈
り
、「
南

堂
備
中
守
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
ぴ
た
っ
と
狐
つ

き
は
な
く
な
り
、
も
と
の
平
穏
な

野
口
に
も
ど
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。ち

な
み
に
、
な
ぜ
「
備
中
守
」

な
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
。

〈
五
十
五
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

野
口
の
諏
訪
神
社
の
裏
手
に
南

堂
稲
荷
と
い
う
稲
荷
明
神
が
あ

り
、
村
人
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
稲
荷
さ

ま
の
お
使
い
の
狐
は
い
た
ず
ら
も

の
で
、
と
き
ど
き
悪
さ
を
し
て
、

村
人
を
困
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
狐
は
、
ム
ラ
の
越
名

と
い
う
家
の
ば
っ
ぱ
に
化
け
、
出

雲
崎
の
大
工
の
棟
梁
栄
四
郎
の
と

こ
ろ
に
行
っ
て
、「
野
口
の
庄
屋

野
沢
家
が
、
稲
荷
さ
ま
に
鳥
居
を

奉
納
し
た
い
と
言
っ
て
る
ん
だ
ん

が
、
す
ぐ
造
り
に
来
て
く
ん
ね
か

の
」
と
言
い
ま
し
た
。
栄
四
郎
は

急
い
で
材
料
と
道
具
を
そ
ろ
え
、

野
口
の
稲
荷
さ
ま
の
前
で
鳥
居
造

り
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
て
い
た
野
沢
家
の
主

人
が
、「
だ
れ
が
奉
納
す
る
鳥
居

だ
の
」
と
聞
く
の
で
栄
四
郎
は
、

「
え
、
お
前
さ
ん
が
奉
納
す
る
と
、

越
名
の
ば
っ
ぱ
が
使
い
に
来
た
ん

「
南
堂
稲
荷
」の
巻
　

　
　
　
　（
野
口
）

街中ウォーク　目指せ世界一周40,000㎞

12月19日現在の歩行距離　5,510㎞

・競技スポーツ団体（16）・生涯スポーツ団体（３）

・学校スポーツ団体（３）・地域スポーツ団体（15）

・スポーツ少年団（１）

十日町市体育協会　加盟団体

※上記加盟団体のホームページは、

　携帯電話でも閲覧できます。右の

　コードを読み込んでください。

十日町市川西元旦卓球大会が開催されました

　卓球協会主催の新春

卓球大会が、１月１日

（元日）、川西総合体育

館で開催され、子ども

から大人まで160人が

さわやかな汗を流しま

した。

　十日町市体育協会では、昨年10月にホームページ

を開設し、各団体に担当者を配置して更新を行ってき

ました。１月中には加盟全団体のページが公開されま

す。今後は、各団体の大会やイベント、地域のスポー

ツ情報を掲載していきますので、ぜひご利用ください。

十日町市体育協会が
ホームページを公開しました

　ホームページアドレス

　　http://www.tokamachi-taikyo.jp/

　または「十日町市体育協会」で検索してください。

矢
口
佳
奈
子
部
長
・
根
津
瞳
新
部
長
―
―
９
月

の
新
人
戦
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
３
年
生
と
い
っ
し
�
に
経
験
を
積
ん

で
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
練
習
は

大
変
で
す
が
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
勝

利
の
秘
け
つ
は
、
攻
撃
よ
り
も
レ
シ
ー
ブ
中
心

メ
ニ
ュ
ー
で
の
特
訓
で
す
ね
。
次
の
目
標
は
２

月
の
協
会
長
杯
。
み
ん
な
で
声
を
出
し
合
い
、

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優
勝

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

野
村
淳
先
生
―
―
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
う
ま
く
な

り
た
い
と
強
く
思
う
、
ま
じ
め
な
部
員
た
ち
で

す
。
練
習
で
は
厳
し
い
こ
と
も
言
い
ま
す
が
、

め
げ
ず
に
立
ち
向
か
っ
て
き
ま
す
。
２
年
生
に

は
自
信
を
持
っ
て
１
年
生
を
教
え
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
こ
の
部
活
動
を
と
お
し
て
、
社
会
に
出

て
か
ら
も
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
で
、
困
難
に
負

け
な
い
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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　十日町の冬を彩る風物詩の一つ節季市が１月10日㈰・15日㈮・20
日㈬・25日㈪に諏訪町で開催されました。節季市は300年ほど前の
江戸時代中ごろに始まったといわれる伝統ある市です。別名チンコロ
市とも呼ばれ、通りには農家の人たちが冬期間の副業として、わらや
すげ、竹で作った生活用品や野菜、漬物などを販売する約50の露店
が並びました。「チンコロ」は、しん粉（米の粉）を材料に作られた
細工物で、小さい犬という意味だといわれています。今年の干支の寅
をはじめ犬やネコなど、かわいらしいチンコロを買い求めるたくさん
の人が行列を作っていました。子どもたちにも人気のチンコロ。福を
招く縁起物として家などで飾られています。

水泳で体力の限界に挑戦

　成人の日の１月11日、土市の十日町体力づくり支援セン
ターでは、第４回「限界に挑戦」を開催し、参加者がどれだ
け長く泳ぐことができるか、体力の限界に挑みました。日ご
ろからプールで鍛えている23人の参加者は、それぞれの泳
力に合わせて5,000メートル、7,500メートル、10,000メー
トルに挑み、途中でバナナなどを食べながら、全員が目標の
距離を泳ぎました。達成後参加者の一人は、「毎年１年の始
まりに挑戦し、スムーズに泳ぎきることで、また新たな気持
ちで１年を頑張ることができます」と息を弾ませながら話し
ていました。

伝統の冬の風物詩　チンコロ市

祝
・
４
０
０
万
人
達
成
！
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
好
調
な
客
足

が
続
い
て
い
た
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
が
、
１
月
10

日
㈰
、
入
館
者
４
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

見
事
４
０
０
万
人
目
に
な
っ
た
加
藤
康
弘
さ
ん

（
長
岡
市
・
31
歳
）
に
は
、
㈱
な
か
さ
と
の
村
山

社
長
が
ペ
ア
宿
泊
券
を
贈
呈
。
家
族
７
人
で
訪

れ
た
加
藤
さ
ん
は
、「
前
か
ら
室
内
プ
ー
ル
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
来
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
埼
玉
か
ら
来
た
両
親
が
雪
が

あ
る
と
こ
ろ
を
希
望
し
て
い
た
の
で
、
来
て
み

た
ら
び
っ
く
り
。
宿
泊
券
を
利
用
し
て
今
度
は

プ
ー
ル
に
来
た
い
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
61
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
あ
わ

せ
て
キ
ナ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
る
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
新
潟
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
パ
ワ
フ
ル
な
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
必
見
！
●
日
時

＝
２
月
21
日
㈰
午
後
１
時
〜
（
予

定
）
●
入
場
料
＝
無
料
●
出
演
＝
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
、
ハ
ン
ナ
、
高
野
千
恵
、

千
恵
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
リ
ト
ル
コ
ー
ラ
ス
※

詳
し
く
は
Ｆ
Ｍ
―
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

fm
n
iig

a
ta

.co
m

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
●
会
場
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎

７
５
２
―
０
１
１
７
）

　
ス
ト
レ
ス
解
消
や
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
、
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
１
月
29
日
㈮
午
後
７
時
30

分
〜
８
時
30
分
（
受
付
７
時
〜
）
●

会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
対
象

＝
小
学
生
以
上
※
小
学
生
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
●
参
加
費
＝
中
学
生

以
上
５
０
０
円
、
小
学
生
・
ネ
ー
ジ

ュ
会
員
無
料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
☎
７
５
２
―
６
２
０
２
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
っ
た
帯
結

　
心
肺
蘇
生
を
中
心
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な

ど
の
実
技
を
学
び
ま
す
。
受
講
者
に

は
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
●
日
時

＝
２
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午
●

会
場
＝
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
●
受
講
料
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着

30
人
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

 「森の学校」キョロロ
２月の里山体験プログラム

●参加費
　大人500円、小・中・高生300円
　（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

７日㈰　午後１時30分〜３時
　　　　真冬の森の生き物探険

11日㈷　午後１時30分〜３時
　　　　真冬の森の生き物探険

14日㈰　午前10時〜正午
　　　　十二講

21日㈰　午前10時〜午後３時
　　　　里山文化体験（予定）

27日㈯　午前８時30分〜11時30分
　　　　探鳥会

28日㈰　午後１時30分〜３時
　　　　真冬の森の生き物探険

【
初
心
者
教
室
】
●
日
時
＝
１
〜
３

月
の
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
〜
●
会

場
＝
市
総
合
体
育
館
●
参
加
費
＝
１

回
３
０
０
円
※
当
日
申
込
み
【
ゲ
ー

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
22
年
４
月

１
日
付
け
採
用
予
定
の
学
校
給
食
セ

　
看
護
師
な
ど
の
養
成
施
設
に
在
学

す
る
人
へ
、
無
利
息
で
修
学
資
金
を

貸
与
し
ま
す
。
●
対
象
＝
看
護
師
・

准
看
護
師
・
保
健
師
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
の
養
成
施
設
に
進
学
ま

た
は
在
学
し
て
い
る
人
で
、
将
来
、

市
内
で
そ
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
人
※
市
教
育
委
員
会
の
奨
学
金

を
受
け
て
い
な
い
人
に
限
る
●
貸
与

月
額
＝
２
万
５
、
０
０
０
円
●
提
出

書
類
＝
①
貸
与
申
請
書
②
成
績
証
明

書
③
健
康
診
断
書
④
保
証
人
と
な
る

人
の
保
証
書
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

３
月
12
日
㈮
ま
で
に
健
康
支
援
課
地

域
医
療
係
（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
十
日
町
地

域
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係
（
☎
７

５
７
―
１
５
５
８
）

Ｆ
Ｍ
―
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

サ
ウ
ン
ド
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ジ

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ

体
験
イ
ベ
ン
ト

第２回つまり市民里山学会
　妻有地域の自然環境について、さまざまな

観察・調査を行っている皆さんが成果を発表

します。気軽においでください。

◆日　時：２月13日㈯

　　　　　午前10時30分〜午後３時50分

◆会　場：千手中央コミュニティセンター　

◆参加費：無料

◆問合せ：「森の学校」キョロロ☎595-8311

び
も
学
べ
ま
す
。
●
日
時
＝
２
・
３

月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験

工
房
館
●
受
講
料
＝
１
回
５
０
０
円

（
着
物
一
式
持
参
）
※
有
料
貸
出
あ

り
●
定
員
＝
10
人
※
当
日
受
付
可
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎

７
５
２
―
０
１
１
７
）

ト
ボ
ー
ル
教
室
の
出
前
講
座
】
●
開

催
日
＝
１
〜
３
月
の
毎
週
月
曜
日
●

時
間
＝
午
前
・
午
後
と
も
可
能
で
１

回
１
時
間
30
分
程
度
●
受
講
料
＝
無

料
※
た
だ
し
、
上
履
き
で
入
れ
る
会

場
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ

＝
十
日
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
小

海
（
☎
７
５
７
―
６
０
７
５
）

ン
タ
ー
長
（
嘱
託
職
員
）
を
公
募
し

ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人
●
採
用

条
件
＝
昭
和
20
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
（
採
用
日
前
日
に
満
65

歳
に
達
し
な
い
人
）
で
、
業
務
の
流

れ
を
熟
知
し
、
交
渉
・
調
整
能
力
、

事
務
能
力
な
ど
を
有
す
る
人
●
勤
務

場
所
＝
市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

●
職
務
内
容
＝
給
食
セ
ン
タ
ー
全
体

の
運
営
の
調
整
、
庶
務
・
会
計
、
調

理
・
配
送
管
理
な
ど
●
雇
用
期
間
＝

１
年
間
（
雇
用
延
長
の
場
合
あ
り
）

●
勤
務
時
間
＝
週
５
日
・
１
日
６
時

間
●
報
酬
＝
月
額
１
６
８
、
３
０
０

円
●
選
考
日
時

：

会
場
＝
２
月
25
日

㈭
午
後
１
時
30
分
〜

：

十
日
町
保
健

セ
ン
タ
ー
●
選
考
方
法
＝
面
接
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
19
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

普
通
救
命
講
習
会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
募
集

修
学
資
金
貸
与
者
募
集

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

２
・
３
月
の
着
付
け
教
室

十
日
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室
・
出
前
講
座
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



雪おろしや除雪中の
事故防止に努めましょう

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
老
齢
給

　
雪
上
運
動
会
の
出
場
者
を
募
集
し

ま
す
。
●
日
時
＝
２
月
20
日
㈯
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
ベ
ル
ナ

テ
ィ
オ
●
参
加
費
＝
１
人
３
０
０
円

電子入札導入・入札制度改正
に関する説明会を開催します

問合せ　財政課契約検査室　☎757-3114

　市が行う建設工事及び建設コンサル

タントなどの業務の入札に参加を希望

する事業者を対象に、４月からの電子

入札導入と入札制度改正に関する説明

会を開催します。２会場で３回行いま

すので、いずれかの会場においでくだ

さい。申込みは不要です。

◆日　時　２月９日㈫

　　　　　①午前10時〜

　　　　　②午後２時〜

◆会　場　情報館

◆日　時　２月10日㈬　午後２時〜

◆会　場　松代支所

『十日町市犯罪のない安全・安心なまちづく
り推進計画（案）』のパブリックコメント
（市民からの意見募集）を実施します

　この計画は、市民が安心して暮らせる地域社会

の実現に向けて、犯罪の防止に配慮したまちづく

りという観点から市の施策を体系化したもので

す。広く市民の皆さんから意見を募集します。

●意見の応募期限：２月19日㈮（必着）

●資料の閲覧場所：市民生活課環境政策室、各支

　所地域振興課、公民館、情報館、分庁舎、市ホー

　ムページ

●意見の提出方法

　①郵便　〒948-8501十日町市千歳町３- ３

　　　　　市民生活課環境政策室

　②FAX　752-6924

　③電子メール　t-shimin@city.tokamachi.lg.jp

●問合せ：市民生活課環境政策室生活環境係

　　　　　☎757-3740

　
10
〜
１
月
分
の
児
童
手
当
の
振
込

日
は
２
月
10
日
㈬
で
す
。
●
児
童
手

当
の
月
額
＝
▼
３
歳
ま
で

：

一
律
１

０
、
０
０
０
円
▼
３
歳
以
降

：

１
人

目
・
２
人
目
５
、
０
０
０
円
、
３
人

目
以
降
１
人
に
つ
き
１
０
、
０
０
０

　
中
条
病
院
・
中
条
第
二
病
院
で
は
、

看
護
師
・
准
看
護
師
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
見
学
・
説
明
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
勤
務
形
態
な
ど
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
Ｊ
Ａ
新
潟
厚
生
連

中
条
病
院
（
☎
７
５
７
―
３
０
１
８
）

　
３
チ
ー
ム
同
時
に
戦
う
雪
上
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
せ

ん
か
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://sn
o
w

fes.jp
/

）
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。
●
開
催
日
＝
２
月
21

日
㈰
●
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ

ば
（
十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
●

参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
４
、
０
０
０
円

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
２
日
㈫
午
後

５
時
ま
で
に
十
日
町
雪
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
☎
７
５
７
―
３
１
０
０
）

じ
て
履
歴
書
を
教
育
総
務
課
（
☎
７

５
７
―
９
９
５
７
）
に
提
出

●
種
目
＝
ミ
ニ
雪
像
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
、
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
●
申
込
み

受
付
開
始
＝
２
月
１
日
㈪
午
前
10
時

〜
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
雪
リ
ン
ピ

ッ
ク
実
行
委
員
会
（
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

内
☎
７
５
８
―
４
８
７
７
）

付
を
受
け
て
い
る
受
給
者
全
員
へ
、

１
月
31
日
㈰
ま
で
に
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
以
外
の
所
得
が
あ
り
確
定
申
告

を
す
る
人
は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
を

申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
送
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収

票
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
再

交
付
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ

＝
六
日
町
年
金
事
務
所
（
☎
０
２
５

―
７
１
６
―
０
８
０
２
）

第

回
十
日
町
雪
ま
つ
り

ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル

出
場
チ
ー
ム
募
集

第

回
十
日
町
雪
ま
つ
り

第

回
雪
リ
ン
ピ
ッ
ク

あ
て
ま
出
場
者
募
集

看
護
師
・
准
看
護
師
募
集

償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

２
月
の
休
館
日

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

12月の３歳児健診を受けた子38人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

吉 樂 美
み

夏
か

野
の

（高田町３東） 均

倉 石 恵
けい

吾
ご

（高田町３東）達也

折 田 み ゆ ら（稲荷町４） 秀一

小 川 奏
かな

海
み

（田中町本通り）慎哉

福 原 快
か

成
なる

（田川町１） 順一

南 雲 優
ゆう

来
き

（田川町２） 紳也

庭 野 茅
かや

乃
の

（島） 健一

西 野 竜
りゅう

太
た

朗
ろう

（島） 博晃

阿 部 詩
し

寿
ず

瑠
る

（寿町４） 正樹

曽 我 清
さや

夏
か

（新座２） 秀一

上 村 琴
こと

菜
な

（谷内丑１） 寿恵

小 林 莉
り

緒
お

（塚原町） 淳一

阿 部 汎
あま

音
ね

（錦町１） 浩臣

小 海 桃
もも

花
か

（錦町１） 宏

田 村 郁
ふみ

菜
な

（錦町２） 信明

服 部 峯
たか

広
ひろ

（美雪町３） 久典

樋 口 　 諒
りょう

（高田町４） 秀雄

北 野 理
り

絵
え

（稲葉） 真伸

上 村 亀
こう

和
わ

（岩野） 和美

上 村 海
かい

哩
り

（伊達２） 省二

梅 嵜 凱
かい

吏
り

（大黒沢３） 信也

宮 澤 昇
しょう

之
の

介
すけ

（小黒沢） 健太郎

齊 木 花
か

穂
ほ

（細尾） 文彦

八 重 澤 未
み

夢
ゆ

（発電所通り西）竜也

小 林 虹
こう

介
すけ

（元町） 盛彦

樋 口 千
ち

晴
はる

（小原） 浩幸

鈴 木 　 彩
あや

（重地） 和人

瀨 沼 夢
ゆめ

叶
か

（松代） 勇希

柳 　 ま ひ る （孟地） 新一

竹 内 蓮
れん

之
の

介
すけ

（湯山） 寛揮

服 部 友
ゆう

磨
ま

むし歯のないよい歯の子

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
が
送
付
さ
れ
ま
す

夢
の
あ
る
未
来
を
築
く
み
ん
な
の
税

月
の
納
税
・
納
付

～
１
月
分
の
児
童
手
当

を
振
り
込
み
ま
す

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン
タ

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
・

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

　
１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
10
期

及
び
介
護
保
険
料
第
10
期
の
納
付
月

で
す
。
期
限
（
２
月
１
日
）
内
に
納

め
ま
し
�
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
・

介
護
国
保
課

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
雇
用
保
険
を

受
給
で
き
な
い
人
（
受
給
が
終
了
し

た
人
含
む
）
へ
の
就
職
支
援
と
し
て
、

無
料
で
職
業
訓
練
と
訓
練
期
間
中
の

生
活
費
の
給
付
・
貸
付
制
度
を
実
施

　
償
却
資
産
を
有
す
る
個
人
や
事
業

主
（
農
業
者
含
む
）
の
皆
さ
ん
へ
、

12
月
中
旬
に
「
22
年
度
償
却
資
産
申

告
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ
申

告
し
て
い
な
い
人
は
、
２
月
１
日
㈪

ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
家
屋
資

産
税
係
（
☎
７
５
７
―
３
７
２
８
）

　
少
額
な
申
告
相
談
及
び
申
告
書
の

作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
必
ず
事

前
に
電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
に
よ
っ
て
は
低
額
の
料
金
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
●
事

前
連
絡
の
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
●
問
合
せ
＝
関
東
信

　
22
年
度
か
ら
、
米
の
生
産
か
ら
消

費
ま
で
の
取
引
な
ど
に
つ
い
て
記
録

す
る
「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」

と
米
の
生
産
者
に
対
す
る
「
戸
別
所

得
補
償
制
度
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
制
度
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
●
日
時
＝
２
月
５
日
㈮
午

後
２
時
〜
●
会
場
＝
十
日
町
地
域
振

興
局
●
参
加
費
＝
無
料
●
定
員
＝
先

着
50
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月

１
日
㈪
ま
で
に
北
陸
農
政
局
新
潟
農

政
事
務
所
地
域
第
五
課
（
☎
０
２
５

―
７
９
２
―
８
２
１
１
）

期　日 氏　名 所在地 電話番号

２月
８日㈪

水落雅史 寿町２ 757-2548

和久井工 本町６ 752-2073

酒井栄一 西本町２ 757-8421

２月
９日㈫

桑原公夫 昭和町３ 752-3122

大口康幸 津南町 765-2542

高橋　敦 上　野 768-4772

２月
10日㈬

水落信市 寿町２ 757-2548

田口　泉 千歳町３ 757-3151

高橋昇男 美雪町３ 757-8750

円
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
年
金
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
４
８
）

ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
11
日
㈷

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
12
日
㈮

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
週
水
曜
日

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
�
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

越
税
理
士
会
十
日
町
支
部
（
☎
７
５

７
―
２
５
４
８
）

し
て
い
ま
す
。
給
付
・
貸
付
月
額
や

利
用
条
件
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７
５
７
―
２

４
０
７
）

緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業

︵
基
金
訓
練
︶
の
ご
案
内

雪おろしや除雪中の
事故防止に努めましょう

事故多
発!!

　昨年末からの降雪で、除雪作業中の事故が多発しています。

除雪作業時は事故に遭わないよう十分に注意しましょう。

◎除雪作業は、家族や隣近所などに声をかけて２人以上で実施

　しましょう。

◎屋根の雪おろしをするときには、命綱の使用やヘルメットの

　着用、長靴に滑り止めやかんじきを取り付けるなど安全管理

　を徹底しましょう。

◎除雪機による作業の際は、機械の取扱説明書などに従い、十

　分に気をつけて操作しましょう。

◎軒下での除雪作業時は、屋根雪の落下に注意しましょう。

◎雪壁の崩落や消雪池への転落など、家の周囲での事故にも注

　意しましょう。

◎高齢者が事故に遭う割合が高くなっています。無理をせず、

　休憩時間を多く取るなど体調管理にも気をつけましょう。

■問合せ　総務課防災安全室　☎757-3197

【市報おわびと訂正】
　市報１月10日号のジュニア芸術祭【田沢小学校】で、
小栁遼太朗さん（４年）の顔写真が間違っていました。
おわびして訂正するとともに、再掲載をします。

　

と
っ
た
ぞ
！
ヤ
マ
メ

七川でヤマメをとったところです。ヤ
マメをとったのは初めてだったので、と
てもうれしかったです。ヤマメとあみ
を大きく描いて目立つようにしました。

小栁遼
りょう

太
た

朗
ろう

さん（４年）

18市報とおかまち『だんだん』平成22年1月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成22年1月25日号19

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



(五)

▼
皆
さ
ん
は
年
賀
状
を
出
し
ま
し
た
か
？

代
わ
り
に
メ
ー
ル
を
送
る
人
も
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
住
所
が
分
か
ら
な
い
相
手
に

も
年
賀
状
を
送
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と

い
う
か
ら
び
っ
く
り
。
年
賀
状
を
書
く
の

は
ひ
と
手
間
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
届
く
と

う
れ
し
く
て
、
ほ
ん
の
一
言
で
も
手
書
き

の
文
を
見
る
と
、
相
手
の
元
気
な
姿
が
目

に
浮
か
び
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

▼
友
人
た
ち
の
無
事
を
確
認
し
つ
つ
、
楽

し
み
な
の
が
〝
お
年
玉
〟。
大
抵
当
た
る

の
は
切
手
シ
ー
ト
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

毎
年
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
当
選
番
号
の
発

表
を
待
ち
ま
す
。
年
賀
状
を
送
っ
た
あ
の

▼
わ
が
家
に
は
生
後
４
か
月
の
子
猫
が
い

ま
す
。
13
年
間
住
み
着
い
て
い
た
雄
猫
が

い
た
の
で
す
が
、
昨
年
10
月
に
交
通
事
故

で
死
に
ま
し
た
。
ま
る
で
自
分
の
死
期
を

悟
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
死
ぬ
少
し
前

に
ど
こ
か
ら
か
雌
猫
を
連
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
子
ど
も
を
産
み
、
何
匹
か
い

た
子
猫
も
そ
れ
ぞ
れ
も
ら
い
手
が
見
つ
か

り
、
今
の
子
猫
一
匹
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

母
親
は
子
猫
た
ち
が
３
か
月
を
過
ぎ
る
こ

ろ
ま
で
い
っ
し
ょ
に
い
ま
し
た
が
、
昨
年

の
暮
れ
に
出
て
行
っ
た
き
り
帰
っ
て
き
ま

せ
ん
。
結
果
的
に
雄
猫
の
忘
れ
形
見
が
残

さ
れ
た
形
に
な
り
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て

思
う
と
、
雄
猫
が
自
分
の
死
後
、
私
た
ち

が
寂
し
く
な
い
よ
う
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
猫
を
残
し
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
進
学
な
ど
で
家
を
離

れ
、
会
話
が
少
な
く
な
る
中
、
ペ
ッ
ト
が

大
き
な
存
在
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今

年
は
ネ
コ
科
の
寅
年
。

良
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

人
も
こ
の
人
も
、
同

じ
よ
う
に
楽
し
ん
で

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
何
枚
当
た
る

か
な
。

●離乳食教室

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です
　毎週月〜金曜日 午前９時〜午後５時※11日㈷は休み
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　４日㈭・18日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】24日㈬　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【松代地域】５日㈮　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：社会福祉協議会松代支所

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約

　毎週木曜日　午後１時30分〜４時 ※11日㈷は休み
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　10日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　毎週月曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　10日㈬・25日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

●日　時　19日㈮　午後２時〜４時

●会　場　十日町保健センター

●医　師　有田医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係　☎757-9764

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●日　時　毎週火曜日　午前10時〜11時
　　　　　※２日は節分（豆まき）、９日はキッズエ
　　　　　　アロビクス
●対　象　１歳〜就学前のお子さんとその保護者
●会　場　サンクロス
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　13日㈯　午前10時〜11時（豆まき）
●対　象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなしたまてばこ
●日　時　18日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや
●日　時　27日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　20日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　山田　☎768-3865

 おはなしぴよぴよ
●日　時　13日㈯・27日㈯　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児
●問合せ　情報館　☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
　２月はお休みです。

●問合せ　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院
　　　　　☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しは行っています

●ちびっこひろば

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日※11日㈷を除く
 　▽松代支所　　５日㈮　  ▽松之山支所　９日㈫
 　▽中里支所　　19日㈮　 ▽川西支所　　23日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

 おはなしひろば
　２月はお休みです。

●会場・問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　４日㈭・18日㈭・25日㈭　午前10時〜11時
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

●こころの健康相談

　２月の献血はありません。

●問合せ　健康支援課地域医療係　☎757-3719

●全血献血

●各種相談のお知らせ

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

富田医院 発電所通り西 761-0200

津南病院 津南町 765-3161

池田医院 本町西１ 752-2581

松之山診療所 松之山 596-2240

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

倉俣診療所 芋川 763-2147

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

中条病院 北原 757-3018

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

24日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年10月
生まれの

乳 児

10か月児
身体測定

24日㈬ 午前９時〜10時
21年４月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

17日㈬
午後１時
　〜１時30分

20年８月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

25日㈭
午前９時
　〜９時30分

19年８月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

18日㈭
午後１時
　〜１時30分

18年８月
生まれの

幼 児

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠席や体調
　が心配な場合は、本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますので、
　届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりをもっ
　て来てください。

28日㈰

14日㈰

11日㈷

21日㈰

●診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

７日㈰

●休日救急医

●乳幼児健診

事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ３日㈬

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 16日㈫

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●健康相談 保健師による相談

期　日 会場 受付時間

１日㈪・15日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

４日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

15日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

16日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

19日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

22日㈪
中里支所 午前9時〜11時30分

松之山支所 午前8時30分〜11時30分

26日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

３日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

４日㈭ 子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

10日㈬ 子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

18日㈭ 松之山保育園 午前９時〜11時

23日㈫ 松代保育園 午前９時〜11時30分

(久)
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十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4956

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

2010年2月 February2010年2月 February
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岡
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流
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援
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あ
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す
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ら
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ら
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。
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流
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こ
ろ
で
す
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話
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ま
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ま
た
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ン
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り
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民
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取
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守
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。
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昔
な
が
ら
の
素
朴
な
味
わ
い
の
あ
る
チ
ン
コ
ロ
に
こ
だ
わ
り
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
を
願
い
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
「
中
条
ち
ん
こ
ろ
伝
承
会
」。

会
員
は
年
々
広
が
り
を
み
せ
、
現
在
は
中
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
約
80
人
の
会

員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
作
り
方
に
こ
だ
わ
り
伝
統
を
守
る

　公民館の講座にも取り上げられ、
子どもたちに伝統のチンコロを伝え
ています。

　チンコロは米の粉から作った動物
の細工物で、干支の動物などがあり
ます。縁起物としても知られ、ひび
割れが多いほど幸せになれるともい
われています。

　３世代の会員同士、和気あいあいとチンコロを作っています。
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